
■天候 曇り後晴れ

第２試合　１回戦

球審：植松　　塁審：斉藤　太田　渡辺真

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

0 0 1 1 0 1 2 0 0 5 3 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 二         4 1 1 1 中飛 左３ 一飛 四球 三振

2 遊         5 1 1 2 三振 捕邪 投飛 右本 投飛

3 三         2 2 0 0 三振 四球 四球 三振

4 投         2 0 0 0 三振 投犠 三振 四球

5 捕         4 0 1 0 三振 三振 右安 一邪

6 左         4 0 0 0 投ゴ 一失 投ゴ 三ゴ

7 一         3 0 0 0 一飛 三振 四球 三振

8 中         3 0 0 0 四球 三振 三振 二ゴ

9 右         2 1 0 0 遊失 四球 一ゴ 四球

          

          

          

          

          

29 5 3 3

9

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 投 捕       4 0 0 0 遊飛 二ゴ 三振 三振

2 遊         4 0 0 0 二飛 三振 遊ゴ 二飛

3 三         4 0 0 0 二飛 三振 一ゴ 三振

4 一 投       4 0 0 0 三ゴ 投ゴ 三ゴ 三失

5 中         4 0 0 0 三振 三振 投ゴ 二飛

6 二         2 0 0 0 死球 死球 三振 三振

7 右         2 0 0 0 死球 三振 三振

7   右     0 0 0 0

8 捕 一       1 0 0 0 三振 死球 四球

9 左         3 0 1 0 投ゴ 右安 二失

          

          

          

          

28 0 1 0

5

4

■戦評

大会第１日目、大田スタジアムの第２試合、苫小牧工業対宮崎東の対戦。初回は苫小牧工業月舘、宮崎東小松、両投手とも
無難な立ち上がり。先制のチャンスは２回裏、苫小牧工業の攻撃。二つの死球で二死一・二塁のチャンスが訪れるも８番釜田
が三振に倒れ無得点に終わる。試合が動いたのは３回表、宮崎東の攻撃。二死から９番大坪が敵失で出塁すると１番山之内
が左翼越適時三塁打で１点先制。続く４回には四球の走者を４番小松が確実に送り、敵失も絡んで二死二・三塁からワイルド
ピッチで１点追加し２－０とリードを広げる。５回裏、苫小牧工業は二つの死球と９番清水のチーム初安打で一死満塁と反撃の
チャンスを迎える。しかし宮崎東のエース小松が踏ん張り後続を退ける。６回表、宮崎東は四球、安打、敵失で１点追加。７回
表には四球の走者を一塁に置き、２番平川が右翼越ランニング本塁打を放ち２点を追加し５－０。投げては先発小松が苫小
牧工業打線を相手に１２奪三振１安打で完封し２回戦進出。苫小牧工業の月舘、遠藤の二人の投手も宮崎東打線から１２個
の三振を奪うも打線の援護が無かった。

-7-

2 5 5 3遠藤　明斗 月舘　良太 遠藤　明斗 18

自責

月舘　良太 釜田　基規 月舘　良太 20 1 7 3 0

打者 安打 三振 四球投手 捕手 氏名 回数

備考

■バッテリー ■投手成績

合計 残塁：６　併殺：０

清水　義隆

小林　智哉

成田　拓斗

木村　拓哉

釜田　基規

野沢　和希

日浦　康裕

遠藤　明斗

羽澤　佳祐

苫小牧工業

ポジション 氏名

月舘　良太

自責

小松　隆将 阿部　和礼 小松　隆将 33 1 12 5 0

打者 安打 三振 四球投手 捕手 氏名 回数

備考

■バッテリー ■投手成績

合計 残塁：６　併殺：０

坂本　大典

鬼丸　真也

清水　諭

大坪　文人

平川　晃祐

久美田　駿一郎

小松　隆将

阿部　和礼

宮崎東・通

ポジション 氏名

山之内　成朗

宮崎東・通 東九州・宮崎

苫小牧工業 北海道

■審判

出場校名 代表地区

■球場 大田スタジアム

■日時 ８月１１日（火）

■備考■試合時間 2時間10分

北海道苫小牧工業高校　対　宮崎県立宮崎東高校・通信制


